
                                     

 

 

2 0 2 4 年 7 月 1 日 

                           東 京 製 鐵 株 式 会 社 

 

今すぐに、「脱炭素」。 

限りなく、「CO₂ゼロ」。 

だから、「ほぼゼロ」。 
     ～東京製鐵から、グリーン鋼材「ほぼゼロ」発表～ 

 

加速度的に進む気候変動に立ち向かうために、鉄鋼業は何をすべきか。 

CO₂削減を「自分事」として捉える東京製鐵は、一つの答を導き出しました。 

東京製鐵が考えたグリーン鋼材「ほぼゼロ」です。 

 

 

 

 

 

What’s「ほぼゼロ」？ 
それは、「製造時に、わずか 0.1tしか CO₂を排出しない鋼材」のこと。 

CO₂を「限りなくゼロ」に。でも「完全ゼロ」ではないので、ありのままに。 

私たちは、こうした思いを込めて、この鋼材を「ほぼゼロ」と名付けました。 

電炉メーカーのパイオニア・東京製鐵が提案する「鋼材の最適解」。 

カーボンニュートラルに本気で取り組む皆様に、是非選んでいただきたいと思い

ます。 



「ほぼゼロ」のしくみ 
 

①  「限りなく、減らす。」CO₂排出を「０．４ｔ⇒０．１ｔ」に。 

東京製鐵の電炉鋼材は、もともと鋼材製造１ｔあたりの CO₂排出が「０．４ｔ」。そのうち「電力起因分」

の 0.３ｔを、実質的に非化石電力を用いて生産することにより、結果、「０．１ｔ」まで減らします。「ほ

ぼゼロ」の構築に用いる非化石証書は、国際的なイニシアティブである「RE100」の技術要件に対

応しており、「追加性」や「トレーサビリティ」といった必要項目を満たしています。 

※製造に使用した電力に見合う「ＦＩＴトラッキング付き非化石証書」などを購入。実質的に非化石電力を用いた鋼材を実現。 

外部購入に加え、現在九州電力様と進めている電力需給調整「デマンド・レスポンス」で創出された電気使用を予定。 

（その電気は、非化石証書を活用した「実質再エネ・CO₂フリー」のものです。） 

※「非化石証書」とは？⇒再生可能エネルギー(太陽光発電や風力発電などの非化石電源)で発電された電力が持つ「CO₂を排出し

ない」という環境価値を分離して証書化したもの。どこで、どのような発電方法で発電されたかといった情報が開示されているの

が「トラッキング付き非化石証書」。 

②  第三者機関による妥当性確認の実施。 

本スキームの妥当性について、フランスに本部を置く独立した第三者機関の「ソコテック・サーティ

フィケーション･ジャパン」社に確認をいただいております。製品別の CO₂排出量についても、

CFP（カーボン・フット・プリント）による算定を毎年実施していきます。 

③  お客様の「スコープ 3」削減に、ダイレクトに貢献。 

昨年、国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）がサステナビリティ開示の義務化を決定するなど、

上場企業が取引先などサプライチェーン全体の「スコープ３」を含めた情報開示を実施することが

グローバルスタンダードになりつつあります。「ほぼゼロ」は、こうした動きにもしっかり貢献。  

購入頂いたお客様は「スコープ３」の CO₂排出を減らすことができます。非化石証書適用後の 

CO₂排出量は、お客様の GHGプロトコルにおける「スコープ３」算定にも組み込み可能です。 

④  「ほぼゼロ」、デビューは 7月。 

受注開始は 2024年 7月 1日から。対象品種は当社国内 4工場で製造する全ての製品。「ほぼゼ

ロ」価格は、鋼材 1tあたり+￥6,000と、電炉鋼材ならではの価格で、カーボンニュートラル加速

に貢献します。購入頂いた顧客の皆様には、以下2種類の書類を提供することで、東京製鐵が製造

したグリーン鋼材である証明とします。 

        ・鋼材検査証明書(ミルシート)に「ほぼゼロ」と判別可能な記載を実施 

・当社発行の「ほぼゼロ」証明書（製品単位の CO₂排出原単位などを記載） 
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東京製鐵のグリーン鋼材

「ほぼゼロ」
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グリーン鋼材「ほぼゼロ」スタート！

TOKYOSTEEL
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今すぐ、「脱炭素」！
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パリ協定の1.5℃目標実現に向けて、鉄鋼業に課せられたCO₂削減の役割は大きい
全世界における「残された排出可能量(カーボンバジェット)」は、1.5℃目標において約2,750億t

※ Global Carbon Budget 2023 より

※ 環境省 作成資料より

鉄鋼業界からの排出は
全世界で約30億t/年
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グリーン鋼材「ほぼゼロ」スタート！
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当社は、2024年7月1日より、
グリーン鋼材ブランド「ほぼゼロ」の販売を開始します。
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電気炉プロセスにおけるCO₂排出

TOKYOSTEEL
MANUFACTURING CO.,LTD.



電気炉を用いた鉄鋼生産プロセスの概要

●製鋼工程（電気炉･炉外精錬炉･連続鋳造など）

●圧延工程（加熱炉･圧延･冷却など）●表面処理工程など

電気炉による鉄鋼生産
● 主原料である鉄スクラップを電気炉に
投入し、電力等を用いた溶解、精錬を経て
約1,600度の溶鋼を取鍋に出鋼。鉄スク
ラップ装入から出鋼までは約1時間。

● 近年は、炉外精錬法の採用により、成
分の精密な調整が可能となり、品質が飛躍
的に向上。溶鋼は連続鋳造機にかけられ、
圧延素材としての鋼片(半製品)となる。

・製造時に大量の電力を使用
・東京製鐵は、高い電炉技術を
生かし、建材品種から鋼板品種
まで幅広い鉄鋼製品を生産。
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電気炉再生資源
鉄スクラップ 製造時のCO₂

0.4t
※高炉鋼材の約1/5

CO2排出量の少ない鉄鋼生産プロセス

間接排出(Scope2)の
電力起因CO₂排出が
全体の約70％を占める

●製造段階におけるCO₂排出量の起因別内訳

Scope2Scope1
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●電力起因のCO₂排出量を削減する方法

① 太陽光など自家発電設備の導入
② 電力会社などから再エネを購入
③ オフサイトPPA・バーチャルPPA実施
④ デマンド･レスポンスの実施
⑤ 非化石証書の購入 など

※赤字箇所は既に当社で実施

電力
都市ガス

石炭
ｺｰｸｽ
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グリーン鋼材「ほぼゼロ」の概要

TOKYOSTEEL
MANUFACTURING CO.,LTD.

3



東京製鐵のグリーン鋼材「ほぼゼロ」の概要

●対象品種：当社国内4工場で製造する全品種
●受注開始時期：2024年7月から ●品質･納期：通常製品と同じ
●「ほぼゼロ」価格：鋼材トン当たり＋6,000円

電炉鋼
0.4tCO₂/t

「ほぼゼロ」
約0.1tCO₂/t

非化石証書を活用し、製造時に使用する電力起因のCO₂を削減
電炉鋼材の製造段階におけるCO₂排出原単位を大幅に低減

「ほぼゼロ」

非化石証書など
活用

電力
都市ガス

石炭
ｺｰｸｽ

※ 非化石証書で削減されるCO₂排出量は
赤枠の電力起因部分のみ

Scope1 Scope2
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非化石証書とは
非化石電源(再エネ等)から発電された電気について、非化石としての価値を、電気そ
のものが有する価値と切り離し、非化石証書として取引可能になっている。

電気そのもの
(kWh価値等)

非化石価値
(ゼロエミ価値等)

●非化石価値の証書化イメージ

非化石電源
(再エネ等)

発電

非化石証書

非化石電気

●ポイント
① 非化石証書の活用
…自社で使用した電力と組み合わせることで、
非化石電力を使用したと見なせるため、製造
時の電力起因CO₂排出(Scope2)が大幅に
低減される。
…国際的にも有効なCO₂排出削減手法とし
て認められている。

② 非化石証書の追加性について
…非化石証書は属性を指定して購入すること
が可能。運転開始から15年以内の発電設備
で発電された電力由来であれば、RE100等
の国際イニシアティブで定義される追加性の
項目をクリア可能。
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通常製造

(当社内)

非化石証書

適用後

通常製造

(当社内)

非化石証書

適用後

GWP kg-CO₂/t 150 50 400 100 600 300

A1-A3計

項目 単位

A1

原料採取

(当社外)

A2

原料輸送

(当社外)

A3 製造

グリーン鋼材「ほぼゼロ」のCO₂排出量について
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年に一度、当社国内4工場における製品単位のカーボン･フット・プリント(CFP)を実施
CO₂の算定範囲：システムバウンダリーは「Cradle to Gate」（原料採取→原料輸送→製造）

● 「ほぼゼロ」のCO₂算定範囲(システムバウンダリー)

電炉鋼
0.4CO₂t/t

「ほぼゼロ」
約0.1CO₂t/t

「ほぼゼロ」

非化石証書など
活用

非化石証書適用後のA1-
A3排出量の総計は、お客
様のGHGプロトコルにおけ
るScope3算定に組み込
み可能。

●各システムバウンダリーの説明
①A1(原料採取)：主原料･副原料の調達に関

わるCO₂排出
②A2(原料輸送)：主原料･主要な副原料の輸

送に関わるCO₂排出
③A3(製造)：生産時エネルギー使用、水利用、

廃棄物処理に関わるCO₂排出
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第三者機関による「ほぼゼロ」スキームの妥当性確認
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非化石証書を用いた「ほぼゼロ」スキームの妥当性について、フランスに本部を置く独
立した第三者機関「ソコテック･サーティフィケーション･ジャパン」による確認書を入手。

電炉鋼
0.4CO₂t/t 約0.1CO₂t/t

「ほぼゼロ」

非化石証書など
活用

①
②

● 独立した第三者機関による検証のイメージ
① 「ほぼゼロ」スキームの妥当性確認：
非化石証書による、電力起因CO₂排出量の削減手法
についての妥当性評価

② CFP実施による製品単位のCO₂排出原単位：
年に一度、製品毎のCO₂排出原単位の検証と、非化石
証書の適切使用について検証
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グリーン鋼材「ほぼゼロ」の発行書類
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① 鋼材検査証明書（ミルシート）：
ミルシート名に「ほぼゼロ」と判別可能な表記を行う

② 当社が発行する「ほぼゼロ」証明書：
製品出荷後、2カ月以内を目途に送付予定

グリーン鋼材「ほぼゼロ」を購入いただいたお客様には、以下２種類の書
類を発行し、東京製鐵が製造したグリーン鋼材「ほぼゼロ」の証明とする。

① 基本情報：品種名・製造工場・受注番号・ミルシート名･需要家名など
② CO₂排出量：非化石証書適用前と後のA1-A2-A3の各排出量
③ 「ほぼゼロ」のスキームが第三者機関の妥当性確認を得ている旨等の説明

● 「ほぼゼロ」証明書に記載する主な項目
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グリーン鋼材「ほぼゼロ」によるCO₂削減効果試算
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架空の建築プロジェクトにおいて、グリーン鋼材「ほぼゼロ」によるCO₂削減量を試算する。

● 「 (仮称)とうてつショッピングセンター新築工事」
・構造：鉄骨造2階建、延床面積12,000㎡
・想定鉄骨使用量：1,000t

従来

CO₂原単位

(kgCO₂/t)

うち電力起因

CO₂原単位

(kgCO₂/t)

「ほぼゼロ」

CO₂原単位

(kgCO₂/t)

従来

合計CO₂排出量

(kgCO₂)

「ほぼゼロ」

合計CO₂排出量

(kgCO₂)

H形鋼 岡山工場 100 420 320 100 42,000 10,000 32,000

H形鋼 九州工場 200 290 180 110 58,000 22,000 36,000

H形鋼 宇都宮工場 300 430 290 140 129,000 42,000 87,000

角形鋼管 田原工場 300 380 280 100 114,000 30,000 84,000

熱延鋼板 田原工場 60 370 260 110 22,200 6,600 15,600

厚板 九州工場 40 250 170 80 10,000 3,200 6,800

375,200 113,800 261,400

合計

CO₂削減量

(kgCO₂)

A3（当社内 製造時排出）

合計

品種名
製造

工場

鋼材使用

数量

(t)

A3（当社内 製造時排出）

当社通常製品→「ほぼゼロ」への置き換えで、合計約260tのCO₂排出量が削減された。

※原単位は2022年度実績を丸めたもの
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